任判１号様式

事　務　連　絡
平成　年　月　日
任意判定依頼事前通知書
株式会社　愛媛建築住宅センター
代表取締役　井上　竜治　様
依頼者名　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　
　下記の建築基準法に基づく構造計算適合性判定を必要としない建築物について、任意の判定を依頼する予定であるため事前に通知します。
記
　１．建築物の名称：
  ２．任意判定依頼予定日：平成　年　月　日
　３．建築物の概要：別添「建築計画概要書」の写しのとおり
　４．構造計算の概要　：別添「構造計算概要書」の§１【建築物の名称】から

【使用プログラムの概要】の部分の写しのとおり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	※建築主事

等記入欄
	（連絡先）　　　　　　　　　　　　　　　担当：　　　　　　　部　　　　　　課　TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：　　　　　　　　　　　　　



裏面

	※建築主事等記入欄
	判定建築物
判定対象

建築物
番号
枝番
建築物毎の

延べ面積
構造計算の方法
備考
大臣認定プログラムorその他

㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
判定対象

外建築物
番号
枝番
建築物毎の

延べ面積
構造計算の方法
備考
大臣認定プログラムorその他

㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
㎡
大臣認定プログラム　・その他
(1) 判定建築物について、上記欄の必要な項目について記載して下さい。
(2) 判定対象建築物とは、２以上の部分がエキスパンションジョイントその他の相互に応力を伝えない構造方法のみで接している場合は、それぞれ別の建築物とみなします。
(3) 番号欄には、確認申請書（第二号様式）の第四面の「１欄」の番号を記載してください。

(4) 枝番欄には、(3)により一の建築物を２以上の部分に区別した場合に、当該区別した部分ごとに付番して下さい。また、枝番とこれに対応する建築物毎の延べ面積のみでは建築物の部分が特定できない場合や、判定対象の棟に近接して判定対象でない棟がある場合には、備考欄に棟名称など必要事項を記載するとともに、判定対象の棟の範囲を図示して下さい。（建築計画概要書の配置図にご記入いただいても結構です。）

 (5) 構造計算の方法欄は、該当する計算方法を○で囲んでください。




判定手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(税込み)
	
	（一）
	（二）
	（三）

	
	床面積の合計
	構造計算が大臣認定プログラムによって行われたもの
	構造計算が左記以外の方法によって行われたもの

	(1)
	1,000㎡以内のもの
	１５２，２５０円
	２２１，５５０円

	(2)
	1,000㎡を超え、2,000㎡以内のもの
	１８９，０００円
	２９６，１００円

	(3)
	2,000㎡を超え、5,000㎡以内のもの
	２０８，９５０円
	３４０，２００円








